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おも

生活に面伏すごとく日々綬つつセルジュリファールの踊りも過ぎむ

一まさき

速さ園の雪積む貨車が目前を過ぎ瞳吸はるるわれと少年

A

罪犯さぬ頃は小変粉が降りしといふ中国のぶるき物語｢雪｣

よる

ダミアのうだ聞きつつ心あてどなきわが傍らの夜の絶襖

慕

なにかなし野は明るくて高貴なる花桐ひと木憂ひ隔かしむ
ひぞ

私かなるよろこび軍ぞ空箱を解撞し釘のたまりゆ-ときこ量が吹きしこまかさシャボン玉の群しまし確かに風にのりゆ-自問車に締れてあやふ-よぎりたる今年の輔蛤油なす翻路密めき襲いふあはれ内職の手袋に血のしみつけしこと

=乳鏡』
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ももそ

ブルマースにて毯つ-少女跳びまたぐとき美しき画股の反り見るたびに心のゆらぐ紫の藤にして今朝塀に影せり寒ゆるぶ日の昏方を侍りゐる貨車に静まりて黒さ車輪ありじりじりとセメントの袋掘ふさま重心の移るさま見えてをりよいとまけの嗣ひく質す鯨刺の思想もたぎる滞-充ちしこゑ

ど

爆心地を究むと引きし畿十の線の交叉鋭し国表のうへに昏れ方の電車より見き橋脚にうちあたり海へ踊りゆ-水昏れどさの大らかへりみぬ店先に洗濯機はゆたかなる水を揉む漂ひて来し蝶ひとつ塀際の風のながれにしまし耐へゐる



薪のこぶにくひ入りし錐を提げしまま何を茫然とわが借ちてゐし肌照らひ孤りあそべる馬見えて心吸ふまで海は苦しも勃々の車窓をつねによぎり去る石の壁ありて冬の昏き壁虹いろの孔笹の羽根が繊板の壁にふれつつひらき始めぬ通なかに助血せしことの寂し-て歩み-ればめぐる夜の矢車壮麗に組まれし鍼梁の高魔にて態ほしただ一人作業する人

/

ヽ-ノ

詣舘の金横つ如きこゑのして林泉にひとしきり繁し露は

さうび

揺ぐかに蓄蔵にほへり雨の夜の冷えし畳に身を起すとき茶の粉の青微かにて不可思議の耀ひに充つ茶筒のうちは

『定本波涛遠望集』

おも

わが面をひたと見澱めつつ稲子が語彙さがしさがし告げむとぞするさむき雨降ればおもほゆ家出でてさまよひし夜の神田人形町

よる

空瓶に子が詰めたるは何の実かぎっしりと青し夜の灯のもと

クローバ-

構内の灯と月光とけぢめな-及べる庭の厚さ菖蒲騒音の剥落のごと紫陽花の花こぼれをり雨間の土に

しやうじやう

朝擬のすぎて清浄の空の藍励みの栗に展-世界とも

をとめ

よそほひを気にしつつ夜の新橋に降りし処女によろこびあれよ

びしょ濡れの悪さ合羽とゴム引の帽置かれゐて激情のごと孤蝕なるさまにフィールドに射きりたる槍をひとときテレビは見しむ

ひづ

臥してゐし我が唐突に立上り歪みつつ方形を取戻す部屋

へや

機械のみの蓼しき室に入るとして人はのぼりゆく鉄の梯子を
｢原爆の惨状に似る｣と阿蘇噴火を比喩し言へりああ日本人ゆゑカミキリもクワガタも棲むかの山へ行かんと幼-誘ひゐる声

つち

薪割りつつ成りたる歌を地に書-睦月に近-まだ荒れぬ土

おもいき

父ははの面知らぬ嘆きもつことも宝石の如き生の恵みか壁とちがふうるほへる問地下鉄はいつしかに夜の地上に出でて青草にこもり燃えゐるほむら一つ夢の績さの如しあしたを

『水晶の座』

ヽ【ノ

説野にあるテレヴィの童画俳優は慣れし輩に時間を埋めつつうごく

せい

衆りて破片は青し軽々と箱積む瓶工場の庭の一隅

あをきん

犯しゆく罪も輝かん緑金の布を黒髪に女は巻きて

でいねい

さらにわれ生きねはならず校の灯照る泥海に無数に入行きし跡暗黒を疾る竃車の破塙に見え優しよ人がつけし息のあと装飾をしりぞけしビル壁面の美し資本の悪おもふまで

首育鋭杏田



癒えそむる肉龍のうちに植物の蔓のほしゆく如きこころよ

かへ

親しげに干ししシャツなども舐りつつ鏡の中の仮構の世界

かざなか

橙紅に-るふ炎の澄める見ゆ過ぎて見返る問の風中大年の質問の街裏しつけさに椅子戸きよき仕立店ありウインドの中ゆく我は現賃よりやや暗く風に服賊みだり思想もつゆゑに漂ふ人間の吾ありて兄をり雨のあら-さ無秩序に灯は漆黒の車窓過ぎ思ほえぬ高みに輝-もあるもの書くと苦しみし日の夕べにて晩を洗ふ厨べの雷こひねがひ潰えたる夜を献しゐて子の萬拳銃のさまざま覗-

ぐん

速く見る白波の秀のあるものは岩躍り越ゆ群を離れて海の面の騒立つ青を見つつ苑ていまおそろし-和ぐ潮に入る天心にゆくほど青さ蜜の下われ一人立つ潮鳴り間きて屋根を抜けしほむらの中に反りしる-無さ瓦の吹つぎと落つ仰臥しに革に憩へる男ゐて黄の絨帽を樹幹に吊すシャツの内動く肉もつ若者はわが前を去る彫像見終へて田蛙の風にのりくる質問-に篤のこゑはやや高-より

おのもおのも春日に影しカタクリの花はも寂し一室一花白き鯉の過ぎゆく膚にかたはらの鯉の緋色のたまゆら映えつ

やまふもとくた

ゆくりなくバスとどまりし山麓墓相ひと木黄の落ち腐っただ描き山いただきの檀原のうちつけにしも虚空に接す

ヽつ

かげりゆく鵜の鳥二つしばししてあとが先立つうしほの空に子をもちて二十三年わが得たる慰諮限りなし輿ふるは無-

いきみたけ

うつし身の思表ふる我かとも身丈の菊の照るにま封ふ

しほなあ

穣岩のか黒なるうへ潮泡はいま抽象のかたちに騒ぐ届冷ゆる動けと思ひめざめをりやばさしとねもわが妻の愛地のいぶき離れて海に梱寄れる雲をさびしみ垂の空ゆ-

こぐれ

寂しさもわが餌食なれ雨の日の植物園の木暗ゆきつつ
主-し

尺もちて藤房の丈はかりをりたまたまに来し作業の人らまぼろしの髄巻をわがおもふまで海はしづけし照る月の下おのづから鳥葬の語を思ふまで身は一人なり山は請け-四十年へだてて日本纏溝の底つ-を見る惨たる一身狂ふなき心持動をうつし身に侍へて逝きしわがたらちねや
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､とき

野の風はここに及ばずわが頭上しだれ核は深紅の雲なす世のことのなべて虚妄と思ふまで老木のさくら灯に明り咲-

せい

ったなかるはた貧しかる生のなか君ありてわがいのち照らさる

けやさ

かの喬き樺をわたり来し風かのぼりの鯉の彩りを揉む野うさぎの民の話をあかずするわが醇ひどれの鳶職親し

さむよ

年なか-我が家に病者一人なし謝しっつ仰ぐ暮夜白雲
なぞへゑ

一傾斜群立つ杉のおのおのを彫れる如-に朝日は照らすしん

心を病む幼子いかに育つらむ兄老いし家さまざま晴-欒もて身をなだめたる今朝のこと茫々と思ふ青葉の下に

生に解れわが思ひたり植物は表ふるとき甘さ賞を持つ永劫のうしぼ億劫の天つ日かうつし身小さく潜に立てば朝食の人らを待ちてビルの中ひそけさ店を人は潜むる労りしときその花はつかつぼみしと白き牡丹を手にして妻は

うつつ

病みがちに生きて桜のはな食ぶる現もあはれ野の鳥に似て

まさか

ごろつきの端役も演じ生きてゆ-テレウィの甥に現前に会はず

よ

ただ厚-鉛の壁のとり囲む部屋におよそのわが生は過ぎむひと時を集ひし人らなべて去り夕づく山に滝はひびかふ入りてきて健やけさ馳ひとつ飛ぶ署の窓ひらきわが励む部屋

『ミモザの季』

歌の表記･ふりがなは歌集に準拠しています｡

･陣容鎌百百｣選まことにたのしい仕事であったo何回もあちこちで取り上げられた著名な歌だけでも､たちどころに百首は越えてしまった｡その分見覚えのある歌が多くなったかもしれない｡

田谷鈍の歌は'いちど読めばすぐ顕のなかに　｢刻印｣され

てしまう｡それは一首一首無駄がな-､彫りがふか-て直接いのちにひびき､心に泌み入るからである｡静と動､激情と

きょうじんしeんげん

沈静､炎と水､強靭と柔軟'親しさと峻厳等の相反世界が同

居する単純ではない色彩あざやかな｢美｣　の世界､見事というほかはない｡
_こゆうきょう

『乳鏡』等の初期の定型に収まりきらない独特なリズムは､

くまたが

句割れ句跨り等を用いた現代の多様なリズムの先取りでもあった｡歌集を重ねるごとに歌は個から世界を広げ､虚実や､

.と禁-

写実､象徴を越えてゆ-｡『ミモザの季』以降の膨大な作品がそのままで､その後の歌集が切に待望される｡富里停滞(みやさと･のぶてる　｢コスモス｣選者･編集委員)
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